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常に若々しく、日々新たな挑戦を続けながら、糖を軸とした高品質な製品・サービスの提供により、人々の幸せと健康を創造する。

Well-being （幸せ・健康） + Neo （常に若々しく・日々新たに） + Sugar （糖を基軸に）

挑戦
常に若々しく、

自ら高い志を掲げ
日々新たに挑戦し続けます

多様性
多様な価値観を受容し、

個々の違いや個性を強みとしつつ、
一体感を持った組織であり続けます

持続可能性
責任ある事業活動で、

持続可能な社会の実現に
貢献し続けます

Values 
価値観

パーパス＆バリューを軸に、すべての事業活動を通じて、
より良い社会づくりに貢献してまいります。

経営理念

Purpose 
存在意義

糖のチカラと可能性を切り拓き
“Well-being”を実現する
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　株主の皆様には、平素よりウェルネオシュガーグループに対して格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　日新製糖株式会社と伊藤忠製糖株式会社は2023年１月１日付で経営統合を行い、ウェルネオシュガー株式会社を
持株会社とした新たなグループ体制を発足いたしました。
　我が国の砂糖産業を取り巻く環境におきましては、人口減少、低甘味・低カロリー嗜好による砂糖代替品の台頭、原
材料・エネルギー他各種コストの高騰等、不確実性の高まりとともに環境の変化に柔軟に対応することが不可欠と
なってきております。
　このような状況のもと、当社は、両社の経営資源・ノウハウを結集し、製糖事業を中心とする「Sugar軸」と新たな成長
領域である「Food	&	Wellness軸」の事業戦略を加速させるため、そして、不確実性の高まる事業環境において、適切
なグループガバナンスのもとで迅速な意思決定を行い、より一層の企業価値の向上を目指すため、2024年10月１日
（予定）に、当社を存続会社として、日新製糖株式会社および伊藤忠製糖株式会社を吸収合併することといたしました。
　「Sugar軸」におきましては、消費者の皆様に対して、生活必需品である安全・安心な砂糖を安定的に供給することで
社会的責任を果たしていくことを最優先に取り組みながら、経営統合によるシナジー効果の早期実現と、経営効率の
追求等を通じた収益性向上による更なる基盤強化により、業績の向上を目指してまいります。
　「Food	&	Wellness軸」におきましては、食と健康をテーマに、両社保有のアセット・知見を最大限活用し、多種多様
な機能性素材の提供、研究開発機能・マーケティングの強化および積極投資を進めてまいります。2023年５月１日付
で高甘味度甘味料を中心とした食品添加物等を扱うツルヤ化成工業株式会社に出資したことにより、今後営業開発機
能を強化し、「糖を核に食と健康のトップリーダー」を目指してまいります。
　今後も、サステナビリティの更なる推進とステークホルダーの皆様の“Well-being”（幸せ・健康）の実現に注力し、持
続的な成長と一層の企業価値向上に努めてまいりますので、引き続きご支援賜りますようよろしくお願い申しあげま
す。

2023年12月
代表取締役社長　山本　貢司

株主の皆様へ

代表取締役社長　山本　貢司 代表取締役会長　仲野　真司
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2024年10月1日 完全統合を予定
　当社グループは、2023年1月1日より当社を持株会社とする新たな経営体制へと移行した後、日新製糖㈱および伊藤
忠製糖㈱の経営資源・ノウハウを結集し、両社の製糖事業を中心とする「Sugar軸」と新たな成長領域である「Food＆
Wellness軸」における今後の事業戦略について、協議を進めてまいりました。
　今般、当社、日新製糖㈱および伊藤忠製糖㈱は、不確実性の高まる事業環境において、経営基盤を強固なものとし、適
切なグループガバナンスのもとで迅速な意思決定を行い、シナジー効果を早期に発揮するとともに、業務効率化によ
る収益力の向上を図り、成長分野への積極的な資源の投下を推し進め、一層の企業価値の向上を目指すため、2024年
10月1日（予定）に完全統合を実施することといたしました。

本持株会社

2024年10月

株式100%
保有

株式100%
保有

吸収合併により、
ウェルネオシュガーに統合

新会社

2023年1月

不確実性が高まる事業環境において、企業価値の
発展を図るために経営統合を実施

ウェルネオシュガー、日新製糖、伊藤忠製糖の3
社が完全統合。
新会社はウェルネオシュガーとする。

※日新製糖、伊藤忠製糖をウェルネオシュガーが吸収。3社HD体制から、
　1社による強固な連携体制を構築。

Sugar
製糖のリーディングカンパニーとしての

経営基盤の更なる強化

Food & Wellness

多種多様な機能性素材の提供

①　安全・安心・安定的な供給
②　環境・社会に配慮した供給体制の維持
③　統合シナジー創出・成長投資の原資捻出

①　お客様が求める多様な食の提供
②　からだづくりの“場”の提供

‶Well-being”の実現

※Food & Wellnessは機能性素材、その他甘味料、フィットネス事業、フィルム事業等から構成されています。現在の財務報告セグメントとは異なり、将来的に
　セグメントの変更を検討中です。
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Sugar軸

組織・生産拠点の機動性・柔軟性を起爆剤とし、統合シナジーを早期に最大化させる

機動性・柔軟性を求め、
三社一体型の完全統合を

2024年10月に実行

4工場中3工場が
自社工場で、
柔軟且つ機動的に

(現在の個別工場最適から)
4工場でベストな
生産体制を実現

B to C 強い
高付加価値商品
(きび砂糖®、氷砂糖、
 フロスト®等)

販売

物流 東北・関東・関西を
中心に供給

生産 大阪(自社工場)
千葉(共同工場)

B to B 強い販売

物流 中部・九州を中心に
供給

生産 愛知(自社工場)
宮崎(自社工場)

サイクロデキストラン
その他機能性素材

可食フィルム（脱プラ）

フィットネスジム

食と健康による
“Well-being” の実現

お客様の様々なニーズに即した
商品・サービスの提供

社
会
ニ
ー
ズ・市
場

医
療・研
究
機
関

と
の
連
携

多種多様な機能性素材の提供

からだづくりの“場”の提供

オリゴ糖・ケストース（プレバイオティクス）

日新製糖と伊藤忠製糖保有アセット・知見の最大限活用 および 積極的な成長投資を推進

Food & Wellness軸
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業績のご報告
　当社は、2023年1月1日付の日新製糖㈱と伊藤忠製糖㈱の経営統合により、商号を「ウェルネオシュガー㈱」に変更
し、持株会社体制に移行しました。このため、当連結累計期間の主要な経営指標等の各計数は、前連結累計期間と比較
して大幅に変動しています。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国の経済につきましては、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩
和により経済活動の正常化が一段と進み、個人消費やインバウンド需要に回復が見られましたが、ウクライナ情勢の
影響によるエネルギーコスト高騰や世界的な金融引き締めを背景とした円安等の影響が継続しており、先行き不透明
な状況が続いています。
　当第2四半期連結累計期間の業績は、伊藤忠製糖㈱との経営統合、および主力の砂糖事業においてコスト上昇に対す
る売価への反映を進めたこと等により、売上収益は44,965百万円（前年同期比82.8％増）、営業利益は2,678百万円
（同269.5％増）となりました。金融収益において、国内の投資先からの受取配当金1,304百万円を計上しました。以上
の結果、税引前四半期利益は4,202百万円（同431.3％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は3,087百万円（同
608.5％増）となりました。
　セグメントの概況は以下のとおりです。なお、各セグメント利益は全社費用317百万円を含んでいません。

事業セグメント別の概況
砂糖その他食品事業

　海外原糖市況につきましては、1ポンド当たり22.35セントで始まり、主要生産国ブラジルで穀物の輸出増加による物
流面での混乱懸念から上昇基調となった他、インドやタイでの干ばつによる減産懸念も広がり、4月下旬には27.41セン
トまで上昇しました。その後、ブラジルで生産が順調に進んだこと等から、6月下旬に今期安値となる21.81セントまで
下落しましたが、インドにおける砂糖輸出禁止措置の観測が高まると9月中旬に今期高値となる27.62セントまで上昇
し、26.27セントで当第2四半期を終了しました。
　国内精糖市況（日本経済新聞掲載、東京）につきましては、上白糖1kg当たり227円～229円で始まり、海外原糖市況の
高騰を受け、7月下旬に12円上昇し、239円～241円で当第2四半期を終了しました。
　このような状況のもと、主力の砂糖につきましては、外食関係やインバウンド需要に回復が見られ、記録的な猛暑によ
り冷菓等の出荷は好調に推移しましたが、食品価格の値上げが続いたことによる消費低迷により出荷量全体では業務
用、家庭用ともに減少しました。そのような中、独自製品のきび砂糖®の出荷は好調に推移しました。売上収益につきまし
ては、経営統合により伊藤忠製糖グループが新たに加わったこと、およびコスト上昇に対する売価への反映を進めたこ
とにより、増加しました。利益面においては、伊藤忠製糖グループの利益が加わったこと、および有利な原料調達ができ
たことにより、大幅な増益となりました。
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海外原糖市況（ニューヨーク市場粗糖先物相場（当限））
日　付 セント/ポンド 円/kg 為替（円/ドル）

始値2023年 4 月 3 日 22.35 66.10 134.15
高値2023年 9 月19日 27.62 90.56 148.73
安値2023年 6 月29日 21.81 69.89 145.35
終値2023年 9 月29日 26.27 87.21 150.58

（注）	1ポンドは約0.4536㎏として換算し、為替は当日の三菱UFJ銀行直物為替公
表TTSによっています。

　ツキオカフィルム製薬㈱につきましては、食用純金箔
事業において新規受注が増加したこと等により増収増
益となりました。
　以上の結果、砂糖その他食品事業合計の売上収益は
42,803百万円（前年同期比90.9％増）、セグメント利益
は2,530百万円（同373.8％増）となりました。

　健康産業事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の
5類移行によりフィットネスの会員数が緩やかに回復してきて
いること、および効率的な運営によるコスト削減を継続してい
ることから、売上収益は1,311百万円（前年同期比2.0％増）、セ
グメント利益は259百万円（前年同期はセグメント損失24百
万円）となりました。なお、セグメント利益にはリース負債の見
直しによる再測定益221百万円が含まれています。

健康産業事業
売上構成比
2.9％

健康産業事業

砂糖
その他食品事業
売上構成比
95.2％

＜きび砂糖®＞

倉庫事業
　倉庫事業につきましては、港湾運送にお
いて輸入合板の取扱量が減少したことで
荷役収入および保管料収入が減少しまし
た。売上収益は849百万円（前年同期比
4.8％減）、セグメント利益は206百万円
（同4.4％減）となりました。

倉庫事業
売上構成比
1.9％

＜沖縄・奄美のきびオリゴ＞

＜ドゥ・スポーツプラザ豊洲店＞

＜ドゥ・スポーツプラザ上里店＞

＜ニューポート産業㈱＞



ツルヤ化成工業への出資
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2023年5月1日に伊藤忠製糖からツルヤ化成工業への出資(20.03%)を実施

マーケットイン型の営業開発機能を強化し、
機能性素材分野を拡大

株式取得による協業

・Food＆Wellness軸として多種
多様な機能性素材を提供

・高甘味度甘味料を中心とした食
品添加物マーケットにおいて高
い競争力を有する

・お客様のニーズに応え様々な食
品素材、高機能性食品等の製造
・販売を行う

会社概要

名称 ツルヤ化成工業株式会社

所在地 山梨県韮崎市龍岡町下條南割995-400

代表者の役職・氏名 代表取締役社長　齋藤英樹

事業内容 甘味料を中心とした添加物、各種食品素材、健康食品、高機能性食品等の製造および販売

資本金 197.55百万円

設立年月 昭和43年8月20日
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サステナビリティの
推進と

“Well-being”
の実現

～2022 2023 将来

2023年１月
経営統合

　当社グループは、「挑戦」「多様性」「持続可能性」をすべての事業を行う上で最も大切にする価値観として捉えてお
り、企業の社会的責任を果たしていくことはもちろんのこと、環境・経済・社会の課題解決と事業による経済的価値の
創造の両立、すなわちCSV（社会と企業の共通価値の創造）を意識した活動を通じて、自社と社会の持続的な発展を目
指し、社会から認められるサステナブル企業として中長期的な企業価値向上に努めてまいります。
　サステナビリティの推進は、サステナビリティ推進委員会を中心に、2015年に国連全加盟国（193カ国）によって採
択されたSDGsの最終年である2030年における当社のありたい姿を、以下の６つの重点領域として定め、それら重点
領域を支える事業活動の基盤としてコーポレートガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメントと合わせて中
長期目標を設定し、従業員一丸となって引き続き取り組んでまいります。

　また、投資家とのサステナビリティに関する建設的な対話を推進する観点から、サステナビリティに関する開示を
行ってまいります。特に、気候変動に係るリスクおよび収益機会が当社グループの事業活動や収益等に与える影響に
ついて、必要なデータの収集と分析を行い、国際的に確立された開示の枠組みであるTCFD（気候関連財務情報開示タ
スクフォース）またはそれと同等の枠組みに基づく開示をしてまいります。

関連するSDGs

重点領域１

重点領域２

重点領域３

重点領域４

重点領域５

重点領域６

▶ 食と健康を通じた楽しいライフスタイルの提案  .............................

▶ 環境に配慮した事業プロセスの追求  ...............................................

▶ 責任ある原材料調達の実現  ..............................................................

▶ 安全・安心で高品質な製品・サービスの提供  .....................................

▶ 多様な人々が活躍できる職場環境の推進  ........................................

▶ 地域社会との共生  ............................................................................

◦	サステナビリティ推進委
員会設置
◦	各事業会社が従来の活動
を継続
◦	マテリアリティの特定に
向けた取組み（取組むべ
き重要課題を整理）

◦	マテリアリティへの取組
み推進に向けた施策の検
討
◦	事業戦略に沿った人材・
組織戦略

◦	社会的課題の解決と経済
的価値の創造の両立
◦	様々なステークホルダー
の“Well-being”実現

サステナビリティ基本方針

2024年10月
完全統合（予定）
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2022.3 2023.3 2023.9

61,134

93,572 93,558

資産合計
2022.3 2023.3 2023.9

48,904

68,264 70,466

80.0 73.0
75.3

親会社所有者帰属持分比率
資本合計

2022.3 2023.3 2024.3

22,715

46,062

24,601

58,347

44,965

中間期 通期

資産合計
（単位：百万円）

資本合計（親会社所有者帰属持分比率）
（単位：百万円/％）

売上収益
（単位：百万円）

要約四半期連結財政状態計算書

科　　目 前　　期
（2023年3月31日）

当 中 間 期
（2023年9月30日）

（資産）

流動資産 　
現金及び現金同等物 11,263 9,334
営業債権及びその他の債権 7,446 7,836
その他の金融資産 1,025 84
棚卸資産 14,614 16,641
その他の流動資産 633 652

流動資産合計 34,983 34,549
非流動資産
有形固定資産 18,403 18,207
使用権資産 2,785 2,523
のれん 14,280 14,280
無形資産 411 435
持分法で会計処理されている投資 14,112 14,829
その他の金融資産 6,627 6,805
退職給付に係る資産 366 344
繰延税金資産 144 133
営業債権及びその他の債権 10 12
その他の非流動資産 1,446 1,436

非流動資産合計 58,588 59,008

資産合計 93,572 93,558

科　　目 前　　期
（2023年3月31日）

当 中 間 期
（2023年9月30日）

（負債及び資本）
負債
流動負債

借入金 9,000 9,000
営業債務及びその他の債務 6,789 4,889
リース負債 890 861
その他の金融負債 516 78
未払法人所得税等 406 889
引当金 20 —
その他の流動負債 2,404 2,617

流動負債合計 20,028 18,335
非流動負債

営業債務及びその他の債務 0 —
リース負債 2,718 2,131
その他の金融負債 101 98
退職給付に係る負債 327 239
引当金 507 548
繰延税金負債 1,565 1,679
その他の非流動負債 58 58

非流動負債合計 5,279 4,756
負債合計 25,308 23,091
資本
資本金 7,000 7,000
資本剰余金 34,687 34,686
自己株式 △3,534 △3,528
その他の資本の構成要素 1,546 1,858
利益剰余金 28,563 30,449

親会社の所有者に帰属する持分合計 68,264 70,466
資本合計 68,264 70,466
負債及び資本合計 93,572 93,558

（単位：百万円）

要約四半期連結財務諸表

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（単位：百万円）
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2022.3 2023.3 2024.3

1,291

2,164

724

1,606

2,678

5.7

2.9

6.0

対売上収益比率中間期 通期
2022.3 2023.3 2024.3

42.07

77.63

19.72

43.26

94.25

中間期 通期
2022.3 2023.3 2024.3

929

1,715

435

1,062

3,087

4.1

1.8

6.9

対売上収益比率中間期 通期

営業利益（対売上収益比率）
（単位：百万円/％）

基本的1株当たり四半期（当期）利益
（単位：円）

親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益
（対売上収益比率） （単位：百万円/％）

（注）対売上収益比率は中間期の数値です。（注）対売上収益比率は中間期の数値です。

要約四半期連結損益計算書 要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

科　　目
前 中 間 期
2022年4月		1日から（2022年9月30日まで）

当 中 間 期
2023年4月		1日から（2023年9月30日まで）

売上収益 24,601 44,965

売上原価 20,535 37,438

売上総利益 4,065 7,526

販売費及び一般管理費 3,346 5,093

その他の収益 17 276

その他の費用 11 31

営業利益 724 2,678

金融収益 64 1,367

金融費用 36 46

持分法による投資利益 38 202

税引前四半期利益 790 4,202

法人所得税費用 355 1,114

四半期利益 435 3,087

四半期利益の帰属

親会社の所有者 435 3,087

非支配持分 — —

四半期利益 435 3,087

科　　目
前 中 間 期
2022年4月		1日から（2022年9月30日まで）

当 中 間 期
2023年4月		1日から（2023年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 310 269

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 227 △ 538

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,228 △ 1,661

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,146 △ 1,929

現金及び現金同等物の期首残高 7,649 11,263

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,503 9,334

（単位：百万円） （単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）1.	記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
	 2.	基本的1株当たり四半期利益	 94円25銭
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　当社は、「資本政策の基本的な方針」において、中長期的に親会社所有者帰属持分当期利益率（ROE）向上を図り、成
長投資と株主還元の充実を両立させることとしております。利益配分につきましては、連結配当性向（DPR）60％、
または親会社所有者帰属持分配当率（DOE）3％のいずれか大きい額を基準に配当を行い、このうち、第2四半期決算
公表時における1株当たり年間配当予想金額の50％（1円未満切上げ）を1株当たり中間配当金額としております。
　2024年3月期の年間配当予想金額につきましては、前回予想（2023年8月7日公表）と変わらず1株当たり92円と
いたします。
　これにより、中間配当につきましては、1株当たり年間配当予想金額92円の50％（1円未満切上げ）の46円を1株
当たり中間配当金額といたします。
 ［1株当たり年間配当予想金額の算定式］
　連結配当性向（DPR）60％基準
　　期末基本的1株当たり予想連結当期利益152.60円の60％＝92円（1円未満切上げ）
　親会社所有者帰属持分配当率（DOE）3％基準
　　期末1株当たり予想親会社所有者帰属持分2,176.16円の3％＝66円（1円未満切上げ）
　連結配当性向（DPR）60％基準92円の方が大きいため、92円を1株当たり年間配当予想金額といたします。

　当社では、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式へ
の投資魅力を高め、より多くの株主の皆様に当社株式を長期的に保有し
ていただくことを目的として、毎年3月31日現在の株主名簿に記載また
は記録された100株（1単元）以上の株式を保有されている株主様を対象
に、その保有期間に応じて、当社グループ製品をお届けしております。

株主還元について
2024年3月期の中間配当について

株主優待制度のご案内

※保有期間について
保有期間 3年未満 3年以上

優待内容 1,000円相当の当社グループ製品 2,000円相当の当社グループ製品
（注）	1.		「保有期間3年以上」とは、毎年3月31日現在において、当社の株主名簿に同一株主番号で3年以上継続して記載または記録されている株主様（同一の株主番号で

100株以上を、3月31日現在、9月30日現在の株主名簿に、7回以上継続して記載または記録されている株主様）といたします。
	 2.	相続、株主名簿からの除籍等により株主番号が変更になった場合は、その期末の基準日（3月31日）から起算いたします。

毎年6月の定時株主総会開催後の発送を予定しております。
　株主優待制度の詳細につきましては、当社ホームページ「IR情報」をご覧ください。

2023年3月期の株主優待品
※上段3品が1,000円相当。
　2,000円相当は上段3品に下段4品を追加。
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伊藤忠製糖の「沖縄・奄美のきびオリゴ」を使ったレシピをご紹介します♪

さとうきび本来の豊かな風味　毎日の健康維持に   「沖縄・奄美のきびオリゴ」

特徴 ①原料へのこだわり
　沖縄・奄美の国産さとうきび100％にこだわったフラクトオリゴ糖です。
②毎日の健康維持に
　ビフィズス菌の栄養源。カロリーは砂糖に比べて30%カット。
　保存料や着色料、人工甘味料は一切使用していません。
③味のおいしさ
　さとうきび本来のやさしい風味を残したブラウンタイプ。

紅 白 な ま す

おせちの数の子の味噌漬け （写真の一番右）

作り方

作り方

❶ 大根、にんじんを短冊切りにして、塩をま
ぶして水を加え、しんなりするまで置き、
固く絞る。

❷ 甘酢の調味料を合わせ、❶を浸ける。

❸ ❷を器に盛り、柚子の皮を上に添える。

❶ 数の子は薄い塩水に浸けて塩抜きし、薄皮
を取る。

❷ グリーンアスパラは、固い部分の皮をむ
き、袴を取って固ゆでにする。

❸ 白味噌に沖縄・奄美のきびオリゴ、酒を混
ぜ合わせて味噌床を作る。

❹ バットに❸を薄く敷いて、ガーゼをのせて
❶を並べて一晩漬け込む。

❺ ❷も❹にのせて２～3時間程度漬け込む。

◦大根		 	200g
◦人参		 	40g
◦塩		 	小さじ1/2
◦水		 	1カップ
◦柚子の皮		 	適量
■甘酢
◦酢		 	大さじ4
◦沖縄・奄美のきびオリゴ		 	大さじ3
◦塩		 	小さじ1/3
◦水		 	大さじ2
◦赤唐辛子（輪切り）		 	少々

◦塩数の子		 	100g
◦グリーンアスパラ		 	4本
■白味噌床
◦白味噌		 	300g
◦沖縄・奄美のきびオリゴ		 	大さじ4
◦酒		 	大さじ2
◦塩		 	適量

材料（4人分）

材料（4人分）

お正月には欠かせない紅白なます！
甘酢をオリゴ糖に変えることで簡単に作れて

日持ちもする一品となります☆

数の子のアレンジ料理！
オリゴ糖と白味噌漬けで風味がアップ！！
是非お正月のおせちで試してくださいね♪
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日新製糖の「きび砂糖®」を使ったレシピをご紹介します♪

家族で過ごす「おうち時間」が増える中、和食を作る機会が減っているとよく耳にします。
調理が難しいイメージがある“和食”をもっと気軽に楽しんだり、懐かしんでもらいたいという
想いから、「おうちが、ふるさと」をテーマに笠原シェフと一緒に“郷土料理”教室イベントを今
まで大阪、金沢、福岡で開催しました。
今回、福岡教室で教えていただいた笠原シェフが考案したアレンジ郷土料理をご紹介します。

「きび砂糖®」で作る“郷土料理”教室を開催！

人気料理店
「賛否両論」店主
笠原	将弘さん

作り方
❶ ごぼう、にんじん、里芋はそれぞれ皮をむいて1cm角に切る。
　 水から下ゆでして10分ほど茹でる。ザルにあげて水けを切る。
❷ 椎茸は軸を切り、1cm角に切る。いんげんはへたを切る。
❸ にんにくは皮をむいて薄切りにする。
❹ 鶏肉はそうじして皮と身の間ににんにくをはさみ、全体に塩をふる。
❺ フライパンに油を入れ、中火で❹を皮目から焼く。皮にしっかり焼き目がついたら身の方に返し、弱火にして5～6分焼く。
取り出して休ませておく。

　 いんげんを焼いて塩をふり取り出す。
❻ 空いたフライパンで❶と椎茸を中火で塩をふって炒め、しんなりしたらAを加えて一煮たちさせ、弱火にして煮詰める。
❼ ❻にバターを加えて煮からめる。
❽ 鶏肉を一口大に切り分け、❼といんげんを盛りつけ黒こしょうをふる。

◦鶏もも正肉		 	2枚
◦にんじん		 	60g
◦里芋		 	4個
◦にんにく		 	2かけ
◦塩		 	少々
◦バター		 	10g

◦赤ワイン		 	100cc
◦しょうゆ		 	40cc

＜Ａ＞

材料（4人分）
◦ごぼう		 	100g
◦椎茸		 	4枚
◦いんげん		 	8本
◦サラダ油		 	大さじ1
◦黒こしょう		 	少々

◦酒		 	100cc
◦きび砂糖®		 	大さじ2

がめ煮風　チキンソテー
福岡県の｢がめ煮｣を
赤ワイン風味の具だくさんソースと、
イタリア風ソテーにアレンジ。

発祥・福岡県：豊富に
栽培される里芋など
根菜類の調理をより
簡単にするため、煮
物料理が広く浸透し
ていった福岡発祥の
郷土料理「がめ煮」。
そんな「がめ煮」を、
食欲そそるイタリア
風ソテーにアレンジ
した一品です。

Point
にんにくは鶏肉の皮と身の間で
挟み、蒸し状態にすることで、	
にんにくを焦がさず本来の香り
をお肉に付けられます。
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企業情報
株式の状況

所有者別株式分布状況

その他の法人
22,557千株
（64.4％）

個人・その他
6,334千株
（18.1％）

金融機関
1,899千株
（5.4％）

外国法人等
1,240千株
（3.5％）

証券会社
732千株
（2.1％）

自己名義株式
2,288千株
（6.5％）

35,053,483株

会社概要

大株主

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株 主 数

90,000,000株
35,053,483株（自己株式2,288,539株を含む）
	 	 		 25,595名

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）
伊藤忠商事株式会社 12,379 37.8
住友商事株式会社 8,296 25.3
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,152 3.5
ブルドックソース株式会社 399 1.2
むさし証券株式会社 306 0.9
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 265 0.8
平野　孝憲 258 0.8
株式会社ヤクルト本社 194 0.6
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 184 0.6
BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM GCM CLIENT ACCTS M ILM FE 177 0.5
（注）	1.		当社は、自己株式を2,288,539株保有しておりますが、上記大株主からは除外

しております。
	 2.	持株比率は自己株式を控除して計算しております。

企業情報（2023年９月30日現在）

会　社　名 主要な事業内容
子会社　　日新製糖株式会社
　　　　　伊藤忠製糖株式会社
　　　　　第一糖業株式会社
　　　　　新豊食品株式会社
　　　　　ツキオカフィルム製薬株式会社
　　　　　日新サービス株式会社
　　　　　シー・アンド・エス・サービス株式会社
　　　　　株式会社日新ウエルネス
　　　　　ニューポート産業株式会社 他

砂糖その他食品の製造販売
砂糖および糖類ならびにその副産物の製造加工および販売
精製糖の製造および販売
砂糖等の加工および包装
箔押事業・食用純金箔事業およびフィルム事業
合成樹脂等の販売
伊藤忠製糖㈱の設備の点検・保全・管理・運送代行業務の受託
フィットネスクラブの運営
冷蔵倉庫・港湾運送業 他

関連会社　新東日本製糖株式会社
　　　　　新光糖業株式会社
　　　　　南栄糖業株式会社
　　　　　久米島製糖株式会社
　　　　　ツルヤ化成工業株式会社 

　　　　　新中糖産業株式会社
　　　　　衣浦埠頭株式会社
　　　　　衣浦ユーティリティー株式会社 他

精製糖等の製造
国産分蜜糖の製造、販売
原料用粗糖の製造、販売
原料用粗糖の製造、販売
甘味料を中心とした添加物、各種食品素材、
健康食品、高機能性食品等の製造および販売
不動産賃貸業
埠頭業、倉庫業、港湾運送業、通関業、貨物利用運送事業他
蒸気・電気・用水の供給、排水の処理役務の提供 他

グループ会社

商 号 ウェルネオシュガー株式会社（WELLNEO	SUGAR	Co.,	Ltd.）
本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋小網町14番１号
設 立 2011年10月３日
資 本 金 70億円
事 業 内 容 グループ経営管理事業および資産管理事業
役 員
代表取締役会長 仲　野　真　司
代表取締役社長	執行役員社長 山　本　貢　司
取締役	専務執行役員 大久保　　　亮
取締役	常務執行役員 瀬　野　大　輔
取 締 役（社 外） 飯　塚　佳都子
取 締 役（社 外）藤　原　　　浩
取 締 役（社 外）山　東　理　二
取 締 役（社 外）南　　　勝　之
取 締 役（社 外）太　田　晋　二

常 勤 監 査 役 川　口　多津雄
常 勤 監 査 役 今　井　秀　明
監 査 役（社 外） 和　田　正　夫
監 査 役（社 外） 成　瀬　圭珠子
（取締役兼任者を除く執行役員は以下のとおりです。）
執 行 役 員 山　口　康　雄
執 行 役 員 伊　藤　成　人
執 行 役 員 大　場　健　司

株 主 メ モ

1.			住所等のご変更、単元未満株式の買取請求、配当金の受領方法・振込先のご変更、その他のお手続きおよびご照会は、下記の各該当先にお願いいたします。	
　証券会社等の口座に記録された株式…口座を開設されている証券会社等 
　特別口座※に記録された株式…………三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
※	株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様のご所有株式は、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に開設された「特別口座」
に記録されています。

2.		未払配当金のお支払については、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社　証券代行部にお問い合わせください。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基 準 日 定時株主総会の議決権３月31日

期末配当金３月31日
中間配当金９月30日

単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得

ない事由によって電子公告による公告をすることがで
きない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
事 務 取 扱 場 所 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　
　　（ 郵 便 物 送 付 先 ）〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031（フリーダイヤル）

（	受付時間　土・日・祝日・年末年始を除く９:00～17:00）



中間配当金のお支払いについて
　第13期中間配当金（1株につき46円）は、同封の「中間配当金領収証」により、お近く
のゆうちょ銀行全国本支店および出張所ならびに郵便局（銀行代理業者）にて払渡期間中
（2023年12月1日から2023年12月29日まで）にお受け取りください。
　なお、口座振込をご指定の方には「配当金計算書」および「お振込先について」を、株
式数比例配分方式をご指定の方には「配当金計算書」および「配当金のお受け取り方法に
ついて」を同封いたしましたので、ご確認ください。

配当金を「配当金領収証」で受領されている株主の皆様へ

配当金のお受け取りを、銀行等の預金口座へ振り込むお手続きをしていただきますと、
配当金支払開始日に確実に入金されますので大変便利です。

＜口座振込を希望される場合のお問い合わせ先＞
　証券会社等の口座で株式を保有されている株主様	→口座を開設されている証券会社等

　特別口座で株式を保有されている株主様	→三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
	 0120-782-031（フリーダイヤル）

〒103-0016		東京都中央区日本橋小網町14-1
☎03-3668-1246（総務部）	
ホームページアドレス　https://www.wellneo-sugar.co.jp

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

表紙　松成　真理子（イラストレーター・絵本作家）
　　　		子供の本を中心に幅広い分野で活躍している。『まいごのどんぐり』

（童心社）で児童文芸新人賞受賞。その他絵本に『せいちゃん』
（ひさかたチャイルド）、『じいじのさくら山』（白泉社）、『たなば
たまつり』（講談社）、『雨ニモマケズ』（あすなろ書房）など	多数。


